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［ 背 景 ］  
上 眼 瞼 の 手 術 は 世 界中 で 施 行 さ れ て お り，特 に 眼 瞼 下 垂に 対す る 手 術 は
最 も よ く 行 わ れ て いる も の の 一 つ で あ る．一 般 的 に ，挙 筋 機能 の 保 た れ
て い る 眼 瞼 下 垂 は ，経 皮 ま た は 経 結 膜 的に 挙 筋 腱 膜 か ミ ュ ラー 筋 、また
は そ の 両 方 が 治 療 のタ ー ゲ ッ ト と さ れ てい る ．一 方 で ，挙 筋機 能 の 乏 し
い 眼 瞼 下 垂 は ， 前 頭筋 を 用 い た 吊 り 上 げ術 が 施 行 さ れ て い る (Anderson  
RL et al., 1979)． 大 腿筋 膜 を 用 い た 前 頭 筋吊 り 上 げ 術 は ， 感 染や 肉 芽 形 成
の 発 生 率 が 低 く ， 吊り 上 げ 効 果 が 持 続 する と 言 わ れ て い る (Ben  S imon  
GJ et al., 2005 ;Wasserman BN et al., 2001)． し か し ， 大 腿 筋 膜 の 採取 が 必 要 で
あ る た め ，採 取 部位の 傷 跡 や ヘ ル ニ ア が問 題 と さ れ て い る．さ ら に ，移
植 さ れ た 大 腿 筋 膜 は術 後 に 収 縮 す る た め，睫 毛 内 反 ，瞼 板変形 ，兎 眼 な
ど の 合 併 症 を 引 き 起こ す 事 が 知 ら れ て いる (Wagner  RS et al., 1984)． 一 方
で ナ イ ロ ン 糸 ，ポリプ ロ ピ レ ン 糸 ，シリコ ン チ ュ ー ブ ，ポリテ ト ラ フ ル
オ ロ エ チ レ ン な ど の人 工 材 料 を 用 い た 前頭 筋 吊 り 上 げ 術 も 報告 さ れ て
い る (Hayashi  K  et al., 2013 ;Manners RM et al., 1994 ;Buttanri IB et al., 
2013 ;Zweep HP et al., 1992)．特 に ポ リ テ ト ラフ ル オ ロ エ チ レ ン を用 い た 吊 り
上 げ 術 は 再 発 率 が 低く ，大 腿 筋 膜 に 匹 敵す る と い わ れ て い る．今 回 我々
は 先 天 性 眼 瞼 下 垂 に対 し て ポ リ テ ト ラ フル オ ロ エ チ レ ン シ ート を 用 い
て ， 再 発 率 や 合 併 症， 安 全 性 を 検 討 し た．  
[対 象 と 方 法 ] 
2006年 か ら 2013年 ま で の 間 に ，先 天性 眼瞼 下 垂 の 患 者 に 対 して ポ リ テ ト
ラ フ ル オ ロ エ チ レ ンを 用 い て 前 頭 筋 吊 り上 げ 術 を 施 行 し た 97人 130眼 瞼
を 対 象 と し た ．手 術に 関 し て は ，小 児は全 身 麻 酔 で 施 行 し，大 人 は 局 所
麻 酔 で 施 行 し た ． まず ， 0.3mmの ポ リ テト ラ フ ル オ ロ エ チ レン シ ー ト を
50mm×5mmの 長 方 形に 成 形 し た ．上 眼 瞼と 眉 毛 上 縁 を 皮 膚 切開 し ，そ の 間
に ト ン ネ ル を 作 成 し ， シ ー ト を 通 し た ． シ ー ト の 下 縁 を 瞼 板 に 固 定 し ，
  
シ ー ト の 上 縁 を 前 頭筋 と 皮 下 に 固 定 し た． 患 者 は 術 翌 日 に 退院 し ， 6日
後 に 抜 糸 が 行 わ れ た．  
[結 果 ] 
97人 の 内 ，男 性 は 61人 ，女 性 は 36人 で あ っ た ．ま た ，両 側 性の 眼 瞼 下 垂
は 33人 ，片 側 性 の 眼瞼 下 垂 は 64人 で あ っ た ．手 術 時 の 平 均 年齢 は 21.7歳
（ 2-82歳 ），平 均 観 察 期 間 は 31.6ヶ 月（ 6-102ヶ 月 ）で あ った ． 130眼 瞼
の う ち 58眼 瞼 は ，手 術 の 既 往 が あ り ， 32眼 瞼 は ナ イ ロ ン 糸 によ る 吊 り 上
げ 術 ， 22眼 瞼 は 挙 筋短 縮 術 ， 3眼 瞼 は 大腿 筋 膜 を 用 い た 吊 り上 げ 術 ， 1眼
瞼 は フ ァ サ ネ ラ サ ルバ 法 で あ っ た ．130眼 瞼 の う ち 再 発 は 0眼 瞼（ 0％ ），
合 併 症 は 6眼 瞼（ 4.6％ ）で あ っ た （ 図 1） ．合 併 症 の 内 訳は，低 矯 正 が 3
眼 瞼 ，感 染・肉 芽 形成 が 2眼 瞼 ，糸 の 露 出 が 1眼 瞼 で あ っ た．低 矯 正 の 内 ，
2眼 瞼 は 眉 毛 上 の 切開 の み で 調 整 し た ． 1眼 瞼 は 下 垂 手 術 後 1年 で ， 耳 下
腺 腫 瘍 摘 出 後 の 顔 面神 経 麻 痺 と な り，再手 術 を せ ず に 経 過 観察 中 で あ る．
感 染・肉 芽 形 成 を 起こ し た 2眼 瞼 の う ち， 1眼 瞼 は 切 開 排 膿で 治 癒 し ，も
う 1眼 瞼 は シ ー ト を抜 去 し た ．し か し ，シ ー ト 抜 去 後 4年 経っ て も 開 瞼 は
保 た れ て お り ， 再 度の 吊 り 上 げ 術 は 施 行し て い な い ． 糸 が 露出 し た 1眼
瞼 は ， 外 来 で 抜 糸 し治 癒 し た ．  
[考 察 ] 
今 回 の 結 果 か ら，我々 の 施 行 し た ポ リ テト ラ フ ル オ ロ エ チ レン シ ー ト を
用 い た 前 頭 筋 吊 り 上げ 術 に は 4つ の 長 所が 考 え ら れ た ． 1つ 目 は ，シ ー ト
を 直 接 瞼 板 と 前 頭 筋に 縫 合 し て い る た め，瞼 板 か ら シ ート が外 れ た り 糸
が 組 織 を カ ッ ト （ cheese wiring） す る可 能 性 が 低 い こ と であ る ． 糸 を
用 い た 吊 り 上 げ 術 は瘢 痕 を 形 成 し に く いと い う 長 所 が あ る が，時 間 とと
も に そ の 糸 が 軟 部 組織 を 引 き 裂 い て い くこ と に よ り ，下垂 の再 発 を 起 こ
し や す い (L iu  D et al., 1999)．2つ 目 は ，眉 毛上 に 大 き な 結 び 目 がな い た め ，
感 染 が 起 こ り に く いこ と が 挙 げ ら れ る．シ ー ト を 用 い た 結 び目 は 糸 を 使
用 し た 場 合 と 比 較 して ，結 び 目（ knot）が 大 き く な り ，眉 毛上 か ら 露 出
し や す く な る ．今 回 は シ ー ト 同 士 で 結 び目 を 作 成 せ ず に ，糸を 用 い て 前
頭 筋 と 皮 下 に 縫 合 して い る た め 、感染 や肉 芽 は 少 な か っ た と考 え ら れ た．
3つ 目 は ， 術 後 に ポリ テ ト ラ フ ル オ ロ エチ レ ン 周 囲 に 被 膜 が形 成 さ れ る
た め ，低 矯 正 や 感 染時 の 再 手 術 が 容 易 であ る 点 が 挙 げ ら れ る．自 家 組織
や メ ッ シ ュ 素 材 の 人工 材 料 の 場 合 に は ，軟 部 組 織 と の 癒 着 が強 く ，抜去
や 調 整 は 困 難 で あ る．し か し ，ポ リ テ トラ フ ル オ ロ エ チ レ ンを 使 用 し た
場 合 に は ，カ プ セ ルの 中 を シ ー ト が 動 いて い る た め ，癒 着 は認 め ず 調 整
は 容 易 で あ る 。今回，感 染 し シ ー ト を抜去 し た 症 例 で は ，抜去 後 も 開 瞼
は 保 た れ て い た ．これ は ，カ プ セ ル が 吊り 上 げ 効 果 を 維 持 して い る も の
  
と 考 え ら れ た ． 4つ目 は ， 術 中 に 術 後 の上 眼 瞼 の 位 置 が 予 測で き る こ と
が 挙 げ ら れ る ．大 腿筋 膜 を 用 い た 前 頭 筋吊 り 上 げ 術 は ，時 間と と も に 筋
膜 が 収 縮 し ，上 眼 瞼の 位 置 が 上 昇 し て いく ．移 植 後 の 大 腿 筋膜 の 収 縮 は
術 後 6ヶ 月 で 8.8-25.6％ と 報 告 さ れ て おり 、 筋 膜 の 収 縮 率 には 個 人 差 が
あ る た め ，術 後に どれ だ け 収 縮 す る か を正 確 に 予 測 す る こ とは 不 可 能 で
あ る (Matsuo  K et al., 2009)．一 方 ，ポ リ テト ラ フ ル オ ロ エ チ レン は 人 工 物
で 収 縮 す る こ と は ない た め ，術 後 の上 眼瞼 の 位 置 を 予 測 す るこ と が で き
る ．  
日 本 で は ，眼 窩 に おけ る 人 工 物 の 使 用 は，感 染 し 易 い と い うイ メ ー ジ
か ら 避 け ら れ て き た．今 回 の 我 々 の 研 究結 果 は ，再 発 率 0％ ，感 染 率 2.3％
で あ り ， 大 腿 筋 膜 を 使 用 し た 前 頭 筋 吊 り 上 げ 術 に 匹 敵 す る も の で あ り ，
安 全 で 効 果 的 で あ るこ と が 証 明 で き た．今 後 ，眼 窩・眼 形 成分 野 に お け
る 使 用 が 拡 大 す る と考 え ら れ る ．  
  
 
図 １  97 人 、 130 眼 瞼 の 患 者 の 詳 細  
項 目       数  
性 別  男  
 
61  人  
 
女  
 
36  人  
年 齢  
  
2 -82  歳  
経 過 観 察 期 間  
  
6 -102  ヶ 月  
両 眼  
  
33  人  
右 眼  
  
35  人  
左 眼  
  
29  人  
手 術 歴  
  
58  眼 瞼  
 
糸 に よ る 吊 り 上 げ  
 
32  眼 瞼  
 
挙 筋 短 縮 術  
 
22  眼 瞼  
 
筋 膜 に よ る 吊 り 上 げ  
 
3  眼 瞼  
 
フ ァ サ ネ ラ サ ル パ 法  
 
1  眼 瞼  
再 発  
  
0  ％  
合 併 症  
  
6  眼 瞼  
 
低 矯 正  
 
3  眼 瞼  
 
肉 芽 ・ 感 染  
 
2  眼 瞼  
 
糸 の 露 出  
 
1  眼 瞼  
再 手 術  
  
5  眼 瞼  
 
低 矯 正 の 調 節  
 
2  眼 瞼  
 
PTFE の 除 去  
 
1  眼 瞼  
 
切 開 排 膿  
 
1  眼 瞼  
  糸 の 除 去    1  眼 瞼  
 
 
 
 
 
  
引 用 文 献  
Anderson RL, Dixon RL.(1979), Aponeurotic ptosis surgery. Arch Ophthalmol , 97, 
1123-1128. 
 
Ben Simon GJ, Macedo AA, Schwarcz RM, et al.(2005), Frontalis suspension for upper 
eyelid ptosis: evaluation of different surgical design and suture material. Am J 
Ophthalmol, 140, 877-885. 
 
Buttanri IB, Serin D, Karslioglu S, et al.(2013), Effect of suturing the silicone rod to the 
tarsal plate and the suture material used on success of frontalis suspension surgery. 
Ophthal Plast Reconstr Surg, 29, 98-100. 
 
Hayashi K, Katori N, Kasai K, et al.(2013), Comparison of nylon monofilament suture 
and polytetrafluoroethylene sheet for frontalis suspension surgery in eyes with 
congenital ptosis. Am J Ophthalmol, 155, 654-663. 
 
Liu D.(1990), Blepharoptosis correction with frontalis suspension using a supramid 
sling: duration of effect. Am J Ophthalmol, 128, 772-773. 
 
Manners RM, Tyers AG, Morris RJ.(1994), The use of Prolene as a temporary 
suspensory material for brow suspension in young children. Eye, 8, 346-348. 
 
Matsuo K, Yuzuriha S.(2009), Frontalis suspension with fascia lata for severe 
congenital blepharoptosis using enhanced involuntary reflex contraction of the frontalis 
muscle. J Plast Reconstr Aesthet Surg, 62, 480-487. 
 
Wagner RS, Mauriello JA Jr, Nelson LB, et al.(1984), Treatment of congenital ptosis 
with frontalis suspension: a comparison of suspensory materials. Ophthalmology , 91, 
245-248. 
 
Wasserman BN, Sprunger DT, Helveston EM.(2001), Comparison of materials used in 
frontalis suspension. Arch Ophthalmol, 119, 687-691. 
 
Zweep HP, Spauwen PH.(1992), Evaluation of expanded polytetrafluoroethylene 
(e-PTFE) and autogenous fascia lata in frontalis suspension. A comparative clinical 
study. Acta Chir Plast, 34, 129-137.
  
論 文 目 録  
 
Ⅰ  主 論 文  
Frontalis suspension with an expanded polytetrafluoroethylene 
sheet for congenital ptosis repair . 
 
Kenichi Kokubo, Nobutada Katori, Kengo Hayashi, Kenichiro Kasai, 
Taro Kamisasanuki, Kentaro Sueoka, Jiro  Maegawa: Journal of Plastic, 
Reconstructive & Surgery. 69(5), 673-678,2016 
 
 
Ⅱ  副 論 文  
な し  
 
Ⅲ  参 考 論 文  
 な し  
 
